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１ 年度別相談実施状況（年度推移） 

 

（１）障害者別件数                                             （ ）実数 

     年度   

障害 
H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 計 

身体障害者 2(1) 5(2) 2(2) 2(1) 3(1) 11(5) 4(4) 29(16) 

知的障害者 1(1) 4(2) 2(1) 0 1(1) 3(1) 7(3) 18(9) 

精神障害者 9(5) 14(8) 12(9) 6(4) 2(2) 10(6) 10(5) 63(39) 

その他 1(1) 1(1) 8(8) 4(4) 4(3) 3(3) 1(1) 22(21) 

計 13(8) 24(13) 24(20) 12(9) 10(7) 27(15) 22(13) 132(85) 

 

 

 

平成２８年度から始まった『障害者差別解消相談』事業の相談件数は、令和５年３月末の７年間

で延数１３２件・実数８５件である。平成２９年度・平成３０年度の延件数は２４件、他は１０件台

で推移してきたが、令和３年度２７件、令和４年度は２２件だった。 

 

障害者別では、７年間で延数６３件と精神障害者が全体のほぼ半数を占めており、差別相談に当

たらない『事象に対し差別ではないか？』と主張する傾向のものが多かった。相談窓口を広げ渡り

歩く傾向や不安等が強く要領を得ない主張傾向の相談者が多いことから、『障害者支援のあり方』を

基本とした対応の必要性を再認識している。 

障害を理由とした差別が認識されにくいことや、差別相談窓口が認知されにくいこともあるが、

窓口に繋がった相談者の対応から、差別相談を漏らさず事例を構築していくことが重要である。゛ 
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（２）内容別件数      

     年度     

内容 
H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 計 

不当な差別 3 4 0 0 0 2 2 11 

合理的配慮 0 0 0 0 0 12 0 12 

その他 10 20 24 12 10 13 20 109 

計 13 24 24 12 10 27 22 132 

不当な差別 1１件は、鉄道利用関係１事例（H28年度）・不動産関係２事例（H29年度、R3年度）・公

共機関サービス関係２事例（H28年度、H29年度）・医療機関関係１事例（H29年度）、店舗対応関係１

事例（R4年度）の対応だった。 

合理的配慮１２件（R3年度）は、障害者手帳提示関係・障害児支援関係・車いす席運用関係・障害者

窓口設置場所関係の４事例への対応だった。 

その他は、差別相談に当たらない相談者の主張（人権、雇用勤務条件、生命身体危害、生活の問題等）

や法・相談に関する問い合わせだった。 

 

（３）処理別件

数                                                          
     

       年度     

処理 
H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 計 

助言・指導 7 17 15 2 8 17 19 85 

相手方への事実確認 1 1 0 0 0 3 0 5 

他機関斡旋・紹介 1 0 1 2 0 3 2 9 

事業所訪問し指導 1 1 0 0 0 1 0 3 

その他 3 5 8 8 2 3 1 30 

計 13 24 24 12 10 27 22 132 

助言・指導８５件は、差別相談の対応（相談者の意向確認や結果報告）を含む相談者への対応だった。 

他機関斡旋・紹介９件は、紹介先が県事業担当課・障害者１１０番・福祉事務所・地域包括支援センタ

ー・こころの相談窓口だった。 

相手方への事実確認５件と事業所訪問し指導３件は、差別相談の対応だった。 

その他は、問い合わせへの回答等だった。 
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２ 令和４年度相談実施状況 

（１） 月別件数                                （ ）実数 

    月    

障害 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

割合             

（％） 

身体障害 0 1(1) 1(1) 0 0 0 0 0 0 2(2) 0 0 4(4) 18 

知的障害 0 0 0 0 0 0 0 2(2) 0 0 3(1) 2 7(3) 32 

精神障害 0 0 1(1) 0 1(1) 1(1) 1(1) 3(1) 3 0 0 0 10(5) 45 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1(1) 0 0 1(1) 5 

計 0 1(1) 2(2) 0 1(1) 1(1) 1(1) 5(3) 3 3(3) 3(1) 2 22(13) 100  

 

（２） 障害別状況 
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（３）相談者別件数 

相談者 件数 割合（％） 

本人 20 90 

家族親族 1 5 

近隣・知人 0 0  

本人関係者 0 0  

事業者(相手方) 0 0  

その他 1 5 

計 22 100  

 

 

（４）地域別件数 

青森市 弘前市 黒石市 三沢市 野辺地町 不明 計 

5 4 1 5 3 4 22 

 

その他

５％

身体障害

１8％

知的障害

３２％

精神障害

４５％

本人の相談は、差別相談の対応１件を含む 

２０件と多かった。 

  家族親族１件は、１０歳の小学生の母親だ

った。 

その他１件は、障害者と確定しないメール

相談者だった。 

 

令和４年度の相談件

数は、延数２２件・実数

１３件であり、障害別で

はほぼ半数を占める精

神障害、次いで知的障

害、身体障害の順で多く

なっているる。 
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地域別では、青森市・弘前市・黒石市・三沢市の４市、野辺地町の１町になっている。 

不明４件は、匿名相談者とメール相談者だった。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）相談受付状況 

①男女別・年代別 

 ～20 歳 21～30 歳 31～40 歳 41～50 歳 51 歳～60 歳 61 歳～ 不明 計 

男性 0 2 0 3 1 1 1 8 

女性 0 1 0 5 3 1 1 11 

計 0 3 0 8 4 2 2 19 

割合(%) 0 16 0 43 21 10 10 100 
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男女共４１～５０歳が多かった。 

 年代別では、４１～５０歳、５１～６０歳、２１～３０歳、６１歳～の順で多かった。 

②経緯別 

 相談窓口を知った経緯が多かった広報１２件（６３％）は、

ポスター・こころの相談窓口ネットワーク相談先一覧・チラシ

だった。 

 他機関３件は、県健康福祉政策課、ふれあい相談所、障害者

１１０番だった。 

 

 

 

 ③方法別 

  

相談の受付けは、電話１８件（９５％）とメール１件 

（５％）だった。 
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男性 女性

項目 件数 割合(％) 

  広報 12 63  

他機関 3 16  

インターネット 3 16 

口コミ 0 0  

不明 1 5 

計 19 100 

方法 件数 割合（％） 

電話 18 95 

FAX 0 0 

メール 1 5 

来所 0 0 

計 19 100 
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④曜日別 

曜日 件数 割合（％） 

第三日曜日 1 5 

月曜日 4 21 

水曜日 7 37 

金曜日 7 37 

計 19 100 

 

⑤時間帯別 

相談を受付けた時間帯は、～１１時まで・～１２時 

まで・～１３時までが各４件、～１４時まで・～１５ 

時までが各３件、～１６時までが１件となっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

⑥受電所要時間 

受付けた電話相談の処理に要した時間は、～３０分 

以内・６１分以上が各４件、～２０分以内・～５０以 

内が各３件、～１０分以内・～６０分以内が各２件と 

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 件数 割合（％） 

～１１時 4 21 

～１２時 4 21 

～１３時 4 21 

～１４時 3 16 

～１５時 3 16 

～１６時 1 5 

計 19 100 

所要時間 件数 割合（％） 

～１０分 2 11 

～２０分 3 17 

～３０分 4 22 

～４０分 0 0 

～５０分 3 17 

～６０分 2 11 

６１分～ 4 22 

計 18 100  

相談を受付けた曜日は、水曜日と金曜日が７件（３

７％）、月曜日４件（２１％）、第三日曜日１件の順で多

かった。 
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（６） 差別相談事例 

① 不当な差別的取り扱い事例（店舗対応関係） 

知的障害者 

４０歳代 

男性 

●当相談及び障害者１１０番利用歴

あり。今年度１年８か月ぶりの電話相

談があり、２回目の受付で差別相談と

し対応。 

相談者は愛護手帳 B所持者だが、左

足が悪いだけと話し、相手方には「（相

談者の）名前を分からずとも足が悪い

人で繋がるだろう。」と話していた。 

Aコンビニや Bストアは、生活のた

め利用せざる得ないのだが、買い物の

度に障害者と見られ差別的な対応を

されている。 

Ａコンビニの対応；過去にトイレ使

用後警察を呼ばれ点検されたことがあ

る。無視されたり、レジをたらい回し

にされたりする。何で来るのか（来な

くて良い）との見られ方をされるの

で、足が遠のきＢストアの利用が増え

ている。 

Ｂストアの対応；万引き犯扱いの様

にレジするまで人（店員か）がついて

くる。先週思い余って、買い物しづら

いことや挨拶もされないこと等を電話

で訴えた。電話口の女性は、「すみま

せん、店長に話しておく。」と言って

いたが、その後も変わらない。  

●『買い物の度に障害者と見られ差別的な対応

をされている』という相談者の主張を聞き取

り、「嫌な思いをすることなく買い物をした

い。」という相談者の思いを把握した。   

【差別相談初回対応】 

 

●前回（今年度１回目電話）までは、身内の対

応の問題や色んなところで色んな人から差別

の目で見られる等抽象的な主張だった。今回、

相手方や事象を特定でき、店舗の対応は不当な

差別的な取り扱いであると差別判断した。相手

方への事実確認を行い、『見守り』や『声がけ』

の対応を提案することを相談者に伝えた。相談

者は、「自分でも電話したので、もう少し様子を

みたい。」と話し、幾分嚙み合わないやりとりも

あったが、障害福祉サービスの活用を含み今後

の相談利用について伝え電話を終えた。  

【差別相談２回目対応】 

 


